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96 (246) 第 97巷第2号
死ぬような時にやっと r先生のいうことがわかった」ということになるだろうと今か
ら思っています。すくなくともそういう意味では，おそらくあとlC年くらいたたないと
先生のお気持だとか人柄だとかを総合判断できないと思います。
とにか<，いまの段階での結論を出しておかないといけないということですから，先
生にわるいのですが，批評させていただきますと，先生は非常にたちの悪し、，根性の悪
い，ほんとうに根性の悪し刊、たずらばかり一生かかってやってきた方だ，一生そういう
ことをやってきて，僕らも周囲の人も古めて，要するに人をおもよくりまわしてこられ
た，ぞしておちょくりながιぞの人の人柄Eいうか，ぁzいはぞの人の人んなり Pいう
そういったもの壱，ずっと最後の最後まで，いうならば息が切れて われわれは人口
呼吸壱いたしましたが ，瞳孔があいてしまったその段階までも，きっと試してこら
れたと思うので九こういう風に考えまオと，結論は，おのずからここから出て来ると
思うのです。それは先立の言葉で言わせてもらうならばおそらくこうなると思うのです。
言葉はすこし荒くなるのですが. rおまえら一生ばかE直に誠実に生きるこっちゃ。名
誉欲や変な色気なんか出したらあかんぞj と。おそらく先生が言いたかったことは，そ
ういうことだったと思います。
いま思い出してみますと，この点について，私も先生から言われたことがあるのです。
こんなことはめずらしいのですが，そのときの情況を思い出しますと，眼がねごしに細
い目を余計細くして，僕の顔をじろっと見て「稲垣，おまえ，どない思とるんや」と言
われて，居すくめるような目でぎゅうと僕の限をにらまれたのです。僕はおどおどして，
「はあ，僕は年中，左前-1'、たり右向いたりし口、すねん」と，乙ういいました。そう，
o c. 先生はえら〈気嫌が変って，大声で「ょっ~~.それでええのや」左言われ，大
きくうなづかれました。僕としてはもうそれだけで，もって銘すベしだと思っています。
ありカまとうござし、ました。
